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【なぜ「家庭血圧」が勧められるのでしょうか？】 

高血圧治療ガイドライン 2019 には「家庭血圧を指標にして降圧治療を実施する」と記されてい

ます。家庭血圧は、ストレスや運動の影響を受けにくかったり、実生活の血圧の変動が把握できる

こと。白衣高血圧（病院で測ると高くなる）、仮面高血圧（病院では高くなくても、朝や夜高くな

る）を診断するのに役立つこと。自分で測定することで、血圧に対する関心が増え、治療継続率を

改善するなどの利点があるためです。 
特に普段から正常血圧より高めの人は、家庭血圧を測り自分の血圧に関心を持っていきましょう。 

 
 
 
 
 
                
                
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ただし糖尿病や腎障害、脳血管・心血管疾患がある場合

は、厳格な降圧目標が決められ、この基準は用いません。 
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